
達　成　度　判　断　基　準 集計結果 分析（成果と課題）及び後期の扱い（改善策等）
① １，２年生校外模試の３教科偏差値６０以上の生徒が

（母数は在籍数）
　Ａ　30％以上
　Ｂ　25％以上
　Ｃ　20％以上
　Ｄ　20％未満である
　
３年10月記述模試で５教科文/理偏差値が文系で56、理
系で54以上の現役生徒が
　Ａ　35％(110人)以上である
　Ｂ　29％(90人)以上である
　Ｃ　23％(70人)以上である
　Ｄ　23％(70人)未満である

１年生７月進研模試　　　　　　　　　【判定：Ｄ】
　　３教科ＳＳ６０以上　５９名（18.3%）
　　　　　　　　　　　　　　（昨年同期　７９名）

２年生７月進研模試　　　　　　　　　【判定：Ｄ】
　　３教科ＳＳ６０以上　５６名（17.7%）
　　　　　　　　　　　　　　（昨年同期　８０名）

３年生７月進研模試　　　【現時点での仮判定：Ｃ】
　　５教科文系ＳＳ５６以上　　４９名
　　５教科理系ＳＳ５４以上　　３９名
　　　　　　　　　　　合計　　８８名（28.7%）
　　　　　　　　　　　　　　（昨年同期　１２２
名）

　１年生は、英語、国語は平年並みのスタートとなったが、数学
の偏差値が過去５年間で最も低い結果となっている。今後は週間
課題の内容や下位層への手当てなどに配慮しながら、進路講演会
などを効果的に行い、強い進路志望を抱かせる指導が必要であ
る。

　２年生は、３教科総合の偏差値が下がり、とくに英語は前回と
の差が大きい。今後は３年生に向けて長期と短期の目標を効果的
に設定させ、具体的な学習方法を指導していく一方で、強い志望
を抱かせるための方策を考えていくことが必要である。

　３年生は、文系は平年通りの動きだが、理系の偏差値６０以上
の人数が少なく、２年次からの数学に弱い傾向が今も続いてい
る。後期補習や授業における演習の内容などを吟味する必要があ
る。１，２年生で難関大を志望する生徒が

　Ａ　50名以上である
　Ｂ　40名以上である
　Ｃ　30名以上である
　Ｄ　30名未満である
　

４月進路志望調査
　難関大志望者　１年生　３９名　　　【判定：Ｃ】
　　　　　　　　２年生　７６名　　　【判定：Ａ】

　難関大志望が確たるものとなり、それが学習の原動力になるよ
うに、適切な情報を提供し、刺激を与えることが必要である。２
年生及び１年生の希望者には東大生による講演会も予定してお
り、進路指導課と学年団が連携して、働きかけを継続していきた
い。

②難関大学を中心とした高い進
路志望の実現のため、入試分
析や補講・添削等のサポート
体制を強化する。

超難関大・国公立医学科の現役合格者数が
　Ａ　３名以上である
　Ｂ　２名である
　Ｃ　１名である
　Ｄ　０名である

難関大及び金沢大の現役合格者数が
　Ａ　70名以上である
　Ｂ　50名以上である
　Ｃ　30名以上である
　Ｄ　30名未満である

超難関・国立医学部の合格者数
　　　　　　          　【現時点での仮判定：Ｂ】

難関大および金沢大学の合格者数
　　　　　　　　　　　　【現時点での仮判定：Ｂ】

＊東大・京大の合格ラインを７月記述で文系SS７６、理系７４ラ
インとして判定する。文系は１名、理系１名、合計２名がその基
準を満たす結果。（一昨年１名、昨年３名)
＊旧帝大等の合格ラインを７月記述で文系SS７０、理系６６ライ
ンとして判定する。文系は１名、理系６名、合計７名がその基準
を満たす結果。（一昨年１２名、昨年1５名）
＊金大ライン以上を７月記述で文系SS６０、理系５８ラインとし
て判定する。文系は３２名、理系２０名、合計５２名がその基準
を満たす結果。（一昨年５３名、昨年７２名）

③ ＣＵ（土曜補習）、補習、学
習合宿を通して、より意欲的
な学習の在り方へと切り替え
させる取組を行う。

「ＣＵや補習は自分の学力向上に役立っている」と思
う生徒の割合が
　Ａ　80％以上である
　Ｂ　70％以上である
　Ｃ　60％以上である
　Ｄ　60％未満である

生徒アンケート（７月）
「学力向上に役立っている」67％
（当てはまる14％＋やや当てはまる53％）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　【判定：Ｃ】

　１年生は９月以降、習熟度別のクラス編成をＣＵに導入する。
生徒の弱点を補強し、基礎力の充実を目指したい。
　２年生は効果的な補習の内容を吟味し、弱点の補強および基礎
力の完成を目指したい。
　３年生のＣＵは９月で終了するが、その後は後期（平日）補習
にて、生徒の応用力をさらに伸ばしていきたい。

④中学校との情報交換や指導記
録も適切に踏まえ、学級担任
や学年主任、教科担任等によ
る積極的な面談を行う。

「ホーム担任や教科担任との面談によって、自分の学
習姿勢により良い変化が生まれた」と思う生徒の割合
が
　Ａ　80%以上である
　Ｂ　70%以上である
　Ｃ　60%以上である
　Ｄ　60%未満である

生徒アンケート（７月）
「より良い変化が生まれた」62％
（当てはまる17％＋やや当てはまる45％）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　【判定：Ｃ】

　肯定的な評価は昨年同期に比べ9％減少した。また、「学校
は、学習に関する質問や悩みに対応してくれている」（前年比-
2％）、「学校は、学校生活に関する悩みに対応してくれてい
る」（前年比-4％）となっている。個人面談における生徒理解や
適切なアドバイスを効果的に行えるような手立てを考えなければ
ならない。

⑤中高一貫教育校として６年間
を見通した学習指導や進路指
導を行う。

「中高一貫教育校として、６年間を通じた指導方針や
指導方法の共通理解と実践に教科で取り組んでいる」
と思う教員の割合が
　Ａ　70%以上である
　Ｂ　60%以上である
　Ｃ　50%以上である
　Ｄ　50%未満である

職員アンケート（７月）
「取り組んでいる」60％
（当てはまる12％＋やや当てはまる48％）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　【判定：Ｂ】

　年度当初の中高合同の教科会だけではなく、継続的に共通理解
を図っている教科もあるが、教科により差があるのが現状であ
る。現在、中高の接続のあり方について教科別に協議を重ねてお
り、中高一貫教育のメリットを生かしたカリキュラムづくりを進
めていきたい。

石川県立金沢錦丘高等学校

具　体　的　取　組

校外模試等の結果を教科会や
学年会で分析し、生徒に
フィードバックするととも
に、１ランク上の志望を持た
せることにより学習意欲と学
力の向上を図る。

平成２７年度　学校経営計画に対する中間評価報告書　

　【重点目標１】　中高一貫教育の特長を生かし、高い進路目標に向かって邁進する生徒を育て、その実現を図る。



　【重点目標２】　教科指導力の向上を図るとともに、あらゆる教育活動を通して生徒の論理的思考力や表現力の伸長を図る。
達　成　度　判　断　基　準 集計結果 分析（成果と課題）及び後期の扱い（改善策等）

「他の教員の授業を参観したり、自分の授業を参観し
てもらった上で意見を伺ったりして参考になったと思
える回数が、錦丘中との交流を含め、年間４回以上
あった」と思う教員の割合が
　Ａ　70％以上である
　Ｂ　60％以上である
　Ｃ　50％以上である
　Ｄ　50％未満である

職員アンケート（７月）
「１学期の間に３回以上あった」36％
「１学期の間に２回以上あった」40％
　　　　　　　　　　　　【現時点での仮判定：Ａ】

　今後、本校及び錦丘中の研究授業や後期互見授業、探究スキル
育成プロジェクト及び学力スタンダードに係る公開授業等も予定
されており、年度末にはＢ判定以上になると思われる。今後とも
授業改善に繋がるように取組を進めたい。

「授業でＩＣＴをよく活用している」「時々活用して
いる」教員の割合が
　Ａ　70％以上である
　Ｂ　60％以上である
　Ｃ　50％以上である
　Ｄ　50％未満である

職員アンケート（７月）
「活用している」55％
（よく活用している36％＋時々活用している19％）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　【判定：Ｃ】

　昨年度は「よく活用している」21％、「時々活用している」
28％で合計が49％であった。今年度は「よく活用している」の数
値が増加しているものの、ＩＣＴ活用の環境整備の進み具合を考
えれば、もっと数値が伸びてもおかしくない。ＩＣＴの活用につ
いて継続的に実践を行い、学校全体での取組になるようにした
い。

「IＣＴを活用した授業により、学習効果が高まってい
る」と思う生徒の割合が
　Ａ　60％以上である
　Ｂ　50％以上である
　Ｃ　40％以上である
　Ｄ　40％未満である

生徒による授業評価（７月）
「高まっている」48％
（当てはまる24％＋やや当てはまる24％)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　【判定：Ｃ】

　昨年度は「ＩＣＴが効果的に活用されているか」の問いに対す
る肯定的評価が30％であった。質問項目の内容がよりハードルが
高いものになっているが、昨年度よりも数値がよくなっているの
は、今後の励みとなる。「使う」だけではなく「学習効果が高ま
る」ような取組をさらに進めたい。

「授業の中に論理的思考力や表現力を伸ばす場面があ
る」と思う生徒の割合が
　Ａ　85％以上である
　Ｂ　80％以上である
　Ｃ　70％以上である
　Ｄ　70％未満である

生徒による授業評価（７月）
「伸ばす場面がある」76％
（当てはまる25％＋やや当てはまる51％)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　【判定：Ｃ】

　昨年度は「当てはまる」が25％、「やや当てはまる」が53％
で、少し後退した。学力スタンダードの作成や探究スキル育成プ
ロジェクトを核にして、教え込み型の授業ではなく、論理的思考
力や表現力を伸ばす場面がある授業実践に取り組みたい。

②総合学習やＬＣ探究等の授業
内容を関連させ、表現トレー
ニング、プレゼンテーショ
ン、多文化共生理解などに取
り組むことで、論理的・批判
的に事象をとらえ、自らの考
えを述べる力を育成する。

「さまざまな世界的・社会的事象に対して、より関心
を持つようになった」と思う生徒の割合が
　Ａ　70%以上である
　Ｂ　60%以上である
　Ｃ　50%以上である
　Ｄ　50%未満である

生徒アンケート（７月）
「関心を持つようになった」50％
（当てはまる6％＋やや当てはまる44％）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　【判定：Ｃ】

　昨年度は「当てはまる」が11％、「やや当てはまる」が47％で
合計58％。昨年同期に比べ8％減少した。教科書の内容のみなら
ず、世界的・社会的事象と関連づけて、生徒の興味・関心を広げ
られるような授業の工夫を進めていく必要がある。

「授業の内外で推薦図書を紹介するなど、生徒の読書
量を増やすための指導をした」教員の割合が
　Ａ　60％以上である
　Ｂ　50％以上である
　Ｃ　40％以上である
　Ｄ　40％未満である

職員アンケート（7月）
「生徒の読書量を増やすための指導をしている」38%
（当てはまる9%＋やや当てはまる29%）
推薦図書の紹介冊数　前期で平均2.3冊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　【判定：Ｄ】

　「生徒の読書量を増やすための指導をしている」割合が昨年同
期より3%増加し、推薦図書の紹介冊数も昨年同期の平均1.9冊か
ら2.3冊へと微増しているものの、割合としてはまだ少ない。読
書アンケート（5月）では読書の契機として、「先生に薦められ
て」や「授業等で興味を持って」という生徒が約１割、「図書館
の取組で」という生徒が約４割いることからも、教員からの働き
かけを学校全体で意識して行っていくことが必要である。

生徒１人あたりの貸出冊数が
　Ａ　年間８冊以上である
　Ｂ　年間６冊以上８冊未満である
　Ｃ　４冊以上６冊未満である
　Ｄ　４冊未満である
　

７月末までの、生徒１人あたりの貸出冊数（図書館
バーコードカウンターによる）
　1年2.4冊　2年2.1冊　3年3.8冊
　全学年平均2.7冊　 　　【現時点での仮判定：Ｃ】

　読書アンケート（5月）において、「本を読みたい気持ち」が
「ある」28%と「ややある」31%を合わせると、約６割の生徒が読
書意欲を持っていることがわかる。７月末までの図書貸出冊数の
状況からすると、年間貸出冊数はＣ判定以上に到達可能である。
今後も「新書を読もう」や「新聞を読もう」や「図書館教養セミ
ナー」等の取り組みとリンクさせながら、生徒の読書活動を活発
にしていきたい。

④論理的思考力を高めるために
必要な試験問題の作成につい
て教科全体で検討する。

年間を通して論理的思考力を問う問題の割合（点数換
算）の平均値が
　Ａ　15％以上である
　Ｂ　10％以上である
　Ｃ　5％以上である
　Ｄ　5％未満である

1学期中間試験、期末試験の状況から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　【判定：Ｂ】

　１学期中間試験、期末試験を確認したところ、どの教科も10点
程度以上は思考力を問う問題が設定されている。思考力を問う問
題の割合（点数換算）のみならず、より良い問題とするために、
教科会で問題を共有し、継続的に検討していきたい。

① ＩＣＴの効果的な活用を含め
て授業改善に取り組み、生徒
に基礎的・基本的な事項を確
実に習得させるとともに、論
理的思考力や表現力の育成を
図る。

具　体　的　取　組

③ 高校の各年齢段階で求められ
る知識・教養・感性を身に付
け、文章の理解力・表現力を
育成するために、読書を奨励
する。特に、各教科と連携
し、授業やシラバスの他、あ
らゆる機会をとらえて読書指
導を行う。



　【重点目標３】　学習、進路、生活、部活動等を有機的に結びつけ、より自立的内発的に取り組むことのできる、実践力のある生徒を育成する。
達　成　度　判　断　基　準 集計結果 分析（成果と課題）及び後期の扱い（改善策等）

①中学校と連携しながら、三点
固定（学習開始時刻、就寝時
刻、起床時間の固定）を図
り、生活リズムを自ら整える
態度を身に付けさせる。

遅刻をする生徒は一日平均で、
　Ａ　４人未満である
　Ｂ　５人未満である
　Ｃ　６人未満である
　Ｄ　６人以上である

「下校時間を守っている」生徒の割合が、
　Ａ　90％以上である
　Ｂ　85％以上である
　Ｃ　80％以上である
　Ｄ　80％未満である

遅刻調査（４～７月）
　　１日平均の遅刻者数　4.2人　　　　【判定：Ｂ】

学習・健康・生活に関するアンケート（7月）
　 下校時間を守っている生徒　　全学年平均　87％
                                 　　【判定：Ｂ】

 １日平均の遅刻者数は昨年同期の3.5人より増えている。今年度
の特徴として、体調不良や通院による遅刻が多く、寝坊など不注
意による遅刻は少ない。体調不良者の遅刻について、保健室・相
談室との連携や担任・学年団との連絡を密に取っていくなど、対
応していかなければならない。
　下校時間を守っている生徒の割合は昨年同期の86％とあまり変
わりはなかった。毎日生徒玄関に立ち下校指導も行ったが徹底す
るところまでには至っていない。下校指導は継続しつつ、ホーム
担任や部活動顧問からも指導をしてもらうよう働きかけたい。

目標時間を達成している生徒の割合が
　Ａ　80％以上である
　Ｂ　70％以上である
　Ｃ　60％以上である
　Ｄ　60％未満である

学習・健康・生活に関するアンケート（７月）
　目標達成率（平日）
　１年66.8％　２年23.8％ ３年36.7％ 全学年42.4％
　目標達成率（休日）
　１年35.8％　２年26.1％ ３年9.6％　全学年23.8%
　　　　　　　　    　　　　　　　　【判定：Ｄ】

　平日の目標時間は1年120分、2年150分、3年240分、休日の目標
時間は1・２年240分、３年総体総文後480分であり、どの学年も
目標を下回っている状況にある。定期試験等が近づくと必要に迫
られて確保しているようだが、週間課題などを含めた日々の学習
が基礎力充実のために不可欠であることを意識させ、進路目標を
明確に持って自律した家庭学習ができるよう、指導を続けたい。

「シラバスを定期的に活用した」教員の割合が
　Ａ　60％以上である
　Ｂ　50％以上である
　Ｃ　40％以上である
　Ｄ　40％未満である

職員アンケート（７月）
「定期的に活用した」69%
（単元ごとに活用24％、定期試験ごとに活用45%）
　　　　　　　　　　　    　　　　　【判定：Ａ】

　昨年度は「あまり活用していない」と答えた教員が37%いた
が、今年度は10%に減少した。「少なくとも定期試験ごとには活
用しよう」との意識が形成されつつある。ただし、生徒アンケー
トでは「シラバスを活用し、計画的に学習を進めている」生徒の
割合は11％となっている。シラバスの活用を計画的な学習に結び
付ける工夫が必要である。

③部活動に所属している生徒の
積極的な挨拶を核にして、生
徒一人一人が自発的に挨拶で
きるような雰囲気を醸成し、
気持ちよく授業を受けられる
環境を整える。

「学校生活において、挨拶を積極的に行っている」生
徒の割合が
　Ａ　60％以上である
　Ｂ　50％以上である
　Ｃ　40％以上である
　Ｄ　40％未満である

生徒アンケート（７月）
　挨拶を積極的に行っている生徒　77％
（校外からの来校者にも積極的に挨拶している34%＋
　友人や教職員には自分から挨拶している43%）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　【判定：Ａ】

　生徒アンケートによると、挨拶を積極的に行っている生徒は
77％と高い結果となったが、保護者や外部の方からは挨拶ができ
ないと言われることが多く、朝の挨拶運動においても目視では約
50％（2人に1人）しか挨拶ができていない状況で、生徒自身の評
価と周りからの評価に開きがある。この結果を集会等において生
徒に伝え、元気よくしっかりと挨拶することを促すとともに、
日々の授業での挨拶から地道に取り組んで行く必要がある。

④部活動において、限られた時
間を有効に活用させることに
よって、自主性自立性の育成
と部活動の活性化を図る。

部活動加入率が
　Ａ　90％以上である
　Ｂ　85％以上である
　Ｃ　80％以上である
　Ｄ　80％未満である

１，２年生で「部活動と学習の両立ができている」と
思う生徒の割合が
　Ａ　70％以上である
　Ｂ　60％以上である
　Ｃ　50％以上である
　Ｄ　50％未満である

部活動加入状況（５月）
  １年　男子 100%　女子　99%
  ２年　男子  86%　女子　80%
  ３年　男子　87%　女子　86%
  学校全体　　89.8%　　　 　　　　　【判定：Ｂ】

学習・健康・生活に関するアンケート（７月）
　｢部活動と学習の両立ができている」
　 １年　61%　　２年　54.3%
　 全体　57.7%　　　　　　　　　　　【判定：Ｃ】

　今年度は特に１年生の部活動加入率が高く、ほぼ100%に近い数
値となっている。部活動は人間形成において重要な役割を果たし
ており、学習との両立が上手くできている生徒が多いことは高校
生活がより充実する一因ともなるので、今後もこの加入率が大き
く下がることのないよう、担任や顧問による生徒へのケアを大切
にしていきたい。

⑤生徒会主催の行事を生徒が中
心となって企画運営し、今
後、社会人として求められる
自主的自立的な態度や実践的
な行動力を育成する。

「各行事において、生徒の自主性を高める指導を行
い、自主性は高まった」と思う職員の割合が
　Ａ　80％以上である
　Ｂ　70％以上である
　Ｃ　60％以上である
　Ｄ　60％未満である

「生徒会主催の行事は生徒の自主的な態度を育ててい
る」と思う生徒の割合が
　Ａ　80％以上である
　Ｂ　70％以上である
　Ｃ　60％以上である
　Ｄ　60％未満である

職員アンケート（７月）
「自主性を高める指導を行っており、自主性は高まっ
ている」74%
（当てはまる13％、やや当てはまる61%）
　　　　　　　　　　　    　　　　　【判定：Ｂ】

生徒アンケート（７月）
「生徒会主催の行事は生徒の自主的な態度を育ててい
る」72%
（当てはまる24％、やや当てはまる48%）
　　　　　　　　　　　    　　　　　【判定：Ｂ】

　昨年同様、教職員、生徒とも７割以上が肯定的な評価となっ
た。この後の紫錦祭や球技大会等においても、放置するのではな
く手をかけ過ぎるのでもなく、生徒の次元での「自主性」を重ん
じた教職員の適切なサポートを促していきたい。

具　体　的　取　組

② 家庭学習時間調査による生徒
の自省や様々な視点からの学
年集会及び講演等における示
唆を通じて、学習意欲を高め
るとともに、生活全般におい
て自立的・内発的な行動をと
ることができるように働きか
ける。



達　成　度　判　断　基　準 集計結果 分析（成果と課題）及び後期の扱い（改善策等）
⑥学校、地域の環境美化に努

め、環境ISO活動に積極的に取
り組むことで、環境保全に対
する意識の向上を図る。

「ゴミ排出量＆紙リサイクル量」の測定結果報告にお
いて、年間のゴミ排出量が昨年の量と比較して
　Ａ　10％以上の削減
　Ｂ　10％未満の削減
　Ｃ　 5％未満の削減
　Ｄ　増加

生徒美化委員による測定値（4月～7月）
　可燃ゴミと容器包装プラゴミの合計
　　26年度　1,343.9㎏ → 27年度　1,337.6㎏
　　昨年比　99.5% (-0.5%)
                                  　【判定：Ｃ】

　今年度も早い段階から啓蒙活動に取り組んだことで、ゴミ減量
に対する意識の向上は見られた。（4月～5月の測定値　H26：
705.6㎏ → H27：605.4㎏　昨年比　85.8%）ところが6月は、部
室整理の可燃ごみ放出もあり、昨年を大きく上回った（H26：
262.3㎏ → H27：334.7㎏　昨年比　131.4% )。
　後期は、文化祭展示や学期始めの大掃除などの活動にあわせて
啓蒙活動を行うことで、ゴミ削減の気運を高めていきたい。

⑦担任、学年や部顧問、保健
室、相談室が十分に情報を共
有し、問題を抱えた生徒の早
期発見と自発的解決に向けて
協力する。

「関係教職員の情報共有により、問題を抱えた生徒を
早期に把握し対応している」と思う職員の割合が
　Ａ　80％以上である
　Ｂ　70％以上である
　Ｃ　60％以上である
　Ｄ　60％未満である

職員アンケート（７月）
「対応ができている」98%
（よくできている24％、ほぼできている74%）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　【判定：Ａ】

　肯定的な評価がほぼ100%近くに上るが、「よくできている」と
いう回答に限ると24%にとどまり、まだ十分とは言えない状態で
ある。各学年団との連絡を一層緊密にし、学年所属の保健・相談
室の教員とも定期的な連絡・協議を実施することで、生徒の問題
解決に向けた努力をしたい。

⑧学年通信や進路だより等を通
して保護者に学校の様子を伝
えるとともに、ＰＴＡ活動や
学校行事への参加拡大を図
り、家庭との連携を強める。

「学年通信や進路だより・行事案内など学校からの情
報を見ている」保護者の割合が
　Ａ　80％以上である
　Ｂ　75％以上である
　Ｃ　70％以上である
　Ｄ　70％未満である

保護者アンケート（７月）
「学校からの情報を見ている」73%
　（当てはまる31%＋やや当てはまる42%）
　　　　　　　　　　 　　　 　　　　【判定：Ｃ】

　学年通信や進路だより発行の際、保護者にメールで通知してき
たが、肯定的評価は前年同期の74％とほぼ同様であった。学年通
信等の発行日がわからなかった時もあり、配信が徹底できなかっ
た。各学年・分掌に総務への連絡を依頼し、この取組を継続し、
メール配信の効果をみていく。

具　体　的　取　組


